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は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
》
ヨ
o
匡
》
寄
碧
ぎ
、
↓
ぎ
ヨ
霧
＝
o
募
霧
ー
寄
9
8
一
5
昏
①
ω
①
三
8
a
勾
8
＆
自
1
、
峯
率
2
0
旨
自
俸
9
ヨ
冒
昌
）
2
①
類
K
o
身

一
〇
〇
。
O
の
紹
介
で
あ
る
。

　
ロ
ゴ
ー
は
、
リ
サ
ー
チ
・
サ
イ
コ
ア
ナ
リ
ス
ト
で
、
ア
イ
オ
ワ
大
学
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
校
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
大
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。

著
書
は
、
冒
B
窃
閃
9
窃
巨
、
や
、
↓
冨
∪
旨
ひ
Q
o
P
ぎ
＝
α
Q
耳
、
を
含
め
、
八
冊
を
数
え
る
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
と
い
え
ば
、
大
抵
、
か
れ
の
政
治
思
想
、
哲
学
論
、
学
問
（
体
系
）
論
、
宗
教
論
等
を
中
心
に
し
て
い
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身

の
生
涯
に
関
す
る
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
言
及
し
た
と
し
て
も
わ
ず
か
数
頁
割
く
に
す
ぎ
な
い
。
G
・
C
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
．
＝
o
び
σ
①
ω
．
）

一
〇
一
〇
、
F
・
テ
ン
ニ
エ
ス
の
、
＝
0
3
8
．
一
一
〇
謡
、
J
・
レ
ア
ー
ド
の
、
躍
3
げ
①
の
．
－
一
〇
認
、
R
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
の
．
＝
o
喜
8
、
）
一
〇
〇
〇
、
C
・
H
・
ヒ

ナ
ン
ト
の
、
り
o
目
器
＝
0
3
霧
．
℃
一
〇
ミ
、
等
、
い
ず
れ
も
数
頁
、
長
く
て
十
数
頁
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ブ
リ
ー
の
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、
切
幕
h
＝
＜
①
ω
、
や
ホ
ッ
ブ
ズ
の
『
自
叙
伝
』
、
及
び
、
数
多
く
な
い
ホ
ッ
ブ
ズ
書
簡
を
も
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ロ
ゴ
ー
の
、
↓
ぎ
ヨ
窃

＝
o
σ
げ
①
の
、
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
批
判
的
に
検
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
当
時
の
資
料
を
も
渉
猟
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
全
生
涯
を
扱
っ
た

最
初
の
完
全
な
伝
記
と
い
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
あ
る
人
の
思
想
や
哲
学
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
人
の
生
涯
を
知
ら
ず
し
て
研
究
出
来
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
個

人
の
人
生
上
の
諸
事
実
と
、
そ
の
人
の
知
性
史
と
の
関
係
は
、
単
純
・
明
解
・
直
接
的
な
も
の
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
関
し
て

そ
う
し
た
関
係
を
問
お
う
と
す
る
場
合
に
は
厳
し
い
注
意
力
が
要
求
さ
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
、
例
え
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
そ
の
『
自
叙
伝
』
で

述
べ
た
「
恐
怖
と
の
双
生
児
」
と
い
う
生
誕
の
事
情
が
か
れ
の
思
想
に
お
け
る
「
恐
怖
」
の
概
念
の
重
視
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
り
、
「
幾
何
学

と
の
恋
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
か
れ
の
学
問
体
系
論
の
特
質
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
主
張
さ
れ
た
が
、
果
し
て
そ
う
い
う
結
び
つ
け
方
は
短

絡
的
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
も
っ
と
事
実
を
究
明
し
、
複
雑
に
絡
み
あ
っ
た
糸
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
そ
の
果
て
に
思
想
と
結

び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
の
場
合
、
人
生
上
の
「
事
実
」
が
屡
々
資
料
と
し
て
欠
落
す
る
為
に
、
一
つ
の
伝
記
を
編
む
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。

ロ
ゴ
ー
は
サ
イ
コ
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
精
神
分
析
的
手
法
を
用
い
る
が
、
そ
れ
の
み
を
用
い
る
の
で
は
な
い
。
か
れ
が
精
神
分
析
的
洞
察
を
利

用
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
ホ
ッ
ブ
ズ
の
生
涯
と
知
性
史
の
双
方
を
よ
り
完
全
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
基
本
は
丹
念
な
事
実
収

集
と
実
証
的
分
析
に
手
法
を
置
い
て
い
る
。

　
本
書
は
、
補
論
1
・
H
・
皿
を
除
け
ば
、
十
章
二
三
一
頁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
章
題
を
示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
章
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ

　
第
二
章
　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
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アーノルド・A・ロゴー『トマス・ホッブズ』　（一〕

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
十
章

本
稿
は
、

ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
と
チ
ャ
ッ
ト
ワ
ー
ス

ツ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス

運
動
　
　
過
程
と
瞬
間

亡
命
第
一
号

『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
ン
』

諸
々
の
論
説
と
論
争

冬
の
熊

ホ
ッ
ブ
ズ
　
　
そ
の
時
代
と
現
代

の
順
序
に
し
ば
ら
れ
ず
、

づ
く
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
出
来
る
だ
け
省
き
、

と
に
し
た
。

ほ
ぼ
章
の
順
序
に
従
う
が
必
ず
し
も
各
章
毎
に
紹
介
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
一
つ
の
章
の
範
囲
内
で
は
、
原
著
者
の
叙
述

　
　
　
　
　
本
稿
の
読
者
に
と
っ
て
よ
り
理
解
し
易
い
と
思
わ
れ
る
叙
述
方
法
を
採
っ
た
。
し
か
も
、
オ
ー
ブ
リ
ー
や
そ
れ
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
く
か
つ
問
題
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
み
に
限
定
し
て
紹
介
す
る
こ

二
ー
H
　
故
郷
・
誕
生
・
家
系

　
ホ
ッ
ブ
ズ
生
誕
の
地
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
i
州
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
（
精
確
に
は
そ
の
近
郊
の
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
）
は
、
当
時
も
今
も
美
し
い
町
で
あ

る
。
曲
り
く
ね
っ
た
丘
の
上
に
、
丘
の
形
状
に
合
わ
せ
て
曲
り
く
ね
っ
た
大
通
り
と
石
造
り
の
家
並
が
走
り
、
道
と
家
並
は
町
の
中
心
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
修
道
院
へ
と
向
う
。
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こ
の
町
は
ロ
ー
マ
時
代
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
紀
元
六
七
五
年
を
最
初
の
存
在
記
録
と
し
て
い
る
。
（
水
田
洋
は
「
六
一
二
五

年
頃
」
と
す
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
ン
』
、
河
出
書
房
新
社
、
世
界
の
大
思
想
「
解
題
」
四
八
六
頁
）
　
そ
の
こ
ろ
に
は
、
修
道
院
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
尊
師
べ
ー
ダ
（
3
0
＜
o
器
冨
9
①
守
号
）
は
、
七
〇
五
年
の
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
に
つ
い
て
触
れ
、
修
道
院
長
は

ア
ル
ド
ヘ
ル
ム
（
≧
穿
①
一
ヨ
）
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
（
べ
ー
ダ
、
長
友
栄
三
郎
訳
『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
創
文
社
　
一
九
六
五
年
、
四
一
〇
頁
）

マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
は
、
当
時
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
呼
び
方
で
マ
イ
ド
ゥ
フ
（
マ
イ
ド
ゥ
フ
ィ
・
ウ
ル
プ
ス
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
の
マ
イ

ド
ゥ
フ
と
ア
ル
ド
ヘ
ル
ム
の
名
が
混
成
さ
れ
て
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
名
を
生
ん
だ
ら
し
い
。
（
べ
ー
ダ
、
同
右
、
四
一
一
－
一
二
頁
）
　
七
〇
九
年

の
ア
ル
ド
ヘ
ル
ム
没
後
、
凡
そ
二
〇
〇
年
間
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
に
つ
い
て
殆
ど
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
サ
ク
ソ
ン
時
代
の
末
期
に
向
う
八

八
○
年
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
が
城
砦
都
市
（
σ
9
2
讐
）
に
つ
く
り
か
え
、
以
後
、
城
市
（
σ
9
2
讐
）
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
マ
ー
ム
ズ
ベ

リ
は
、
一
九
八
○
年
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
最
古
の
城
市
と
し
て
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
勅
許
下
賜
一
一
〇
〇
年
祭
を
挙
行
し
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
が
誕

生
し
た
頃
、
既
に
七
〇
〇
年
以
上
、
自
治
都
市
（
ぎ
3
罐
7
）
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
（
水
田
、
前
掲
「
解
題
」
は
「
一
六
四
五
年
、
自
治
権
を
え

た
」
と
す
る
。
）
　
ホ
ッ
ブ
ズ
の
伯
父
エ
ド
モ
ン
ド
（
国
量
o
且
）
も
フ
ラ
ン
シ
ス
（
寄
目
岳
）
も
市
参
事
会
員
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
マ
ー
ム

ズ
ベ
リ
の
自
治
都
市
と
し
て
の
長
い
伝
統
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
主
・
自
立
的
精
神
を
醸
成
し
た
と
み
て
よ
い
。

　
経
済
的
側
面
か
ら
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
を
み
る
と
、
一
二
世
紀
以
降
の
四
世
紀
半
、
比
較
的
平
穏
無
事
で
、
そ
の
間
、
毛
織
物
貿
易
を
通
し
て
発

展
し
、
一
四
世
紀
頃
に
は
織
物
業
の
重
要
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。
一
六
世
紀
初
葉
に
は
年
間
三
千
ク
ロ
ス
に
達
す
る
高
品
質
の
織
布
を
生
産
し

た
。
一
五
三
九
年
十
二
月
に
修
道
院
が
廃
院
と
な
り
、
一
五
四
二
年
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ン
プ
（
ミ
崖
帥
ヨ
ω
雪
需
）
が
そ
れ
を
購
入
し
た
。

か
れ
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
き
っ
て
の
巨
大
・
織
布
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
経
営
者
で
、
修
道
院
を
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
作
り
か
え
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
最
初
の
工
場
を
創
っ
た
。

　
人
口
数
等
に
つ
い
て
は
精
確
な
情
報
に
欠
け
る
が
、
一
五
四
八
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
在
住
教
会
員
（
O
o
ヨ
目
琶
。
き
邑
は
八
六
〇
名
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
数
か
ら
判
断
し
て
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
人
口
は
千
名
内
外
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
人
口
が
千
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アーノルド・A・ロゴー『トマス・ホッブズ』　（一〕

名
程
度
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
シ
テ
ィ
や
タ
ウ
ン
の
平
均
規
模
は
一
六
八
八
年
近
く
ま
で
千
名
余
で
あ
っ
た
か
ら
、
比
較
的

人
口
の
多
い
タ
ウ
ン
で
あ
っ
た
。
な
お
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
住
居
は
一
五
〇
ー
一
一
〇
〇
軒
程
度
で
あ
っ
た
。

　
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
及
び
そ
の
近
郊
に
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
祖
先
が
住
ん
で

い
た
。
ペ
ン
家
は
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
か
ら
五
マ
イ
ル
の
マ
イ
ン
テ
ィ
が
発
祥
の
地
で
あ
る
。
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
か
ら
ニ
マ
イ
ル
の
距
離
に
あ
る
ガ

ル
ス
ド
ン
・
マ
ナ
ー
に
は
、
サ
ル
グ
レ
ー
ブ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
一
族
（
ω
三
嬢
薯
Φ
毛
霧
喜
讐
o
琶
が
居
を
構
え
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
出
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
母
ナ
ン
シ
i
・
ハ
ン
ク
ス
は
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
人
で
あ
る
。
ハ
ン
ク
ス
家
は

マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
一
番
の
旧
家
で
、
サ
ク
ソ
ン
時
代
か
ら
こ
こ
に
住
み
つ
い
て
い
た
。

　
一
六
世
紀
末
期
の
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
典
型
的
な
家
屋
は
、
そ
の
地
方
の
石
灰
岩
で
造
ら
れ
、
屋
根
は
瓦
で
葦
か
れ
て
い
た
。
普
通
、
居
間
一

室
、
地
下
に
貯
蔵
室
か
食
糧
室
、
そ
れ
に
二
階
に
一
、
二
部
屋
の
寝
室
か
ら
成
っ
て
い
た
。
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
近
郊
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
の
こ
う

し
た
家
の
一
軒
、
即
ち
、
テ
ッ
ド
ベ
リ
に
向
っ
て
歩
い
て
、
右
手
に
あ
る
教
会
を
通
り
過
ぎ
、
左
手
の
一
番
外
れ
の
家
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
生
家
で

あ
っ
た
。
生
家
は
現
存
し
て
い
な
い
。

　
家
具
に
つ
い
て
も
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
比
較
参
考
上
、
以
下
の
も
の
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
一
六
六
一
二
年
四
月
に
亡
く
な
っ
た
メ

ア
リ
ー
・
メ
イ
な
る
寡
婦
の
遺
産
目
録
で
あ
る
。
メ
イ
の
遺
産
は
、
当
時
の
標
準
か
ら
す
れ
ば
決
し
て
貧
し
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
メ

イ
の
遺
産
に
比
較
す
れ
ば
、
推
定
年
収
六
－
八
ポ
ン
ド
の
父
ホ
ッ
ブ
ズ
の
収
入
か
ら
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
家
の
調
度
は
か
な
り
下
廻
る
で
あ
ろ
う
。

メ
イ
の
遺
産
目
録
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

広
間
　
　
食
器
箪
笥
、
食
卓
、
架
台
、
長
椅
子
、
古
風
な
肘
掛
椅
子
、
一
五
シ
リ
ン
グ
。

応
接
間
－
古
風
な
寝
台
枠
組
、
羽
蒲
団
、
長
枕
二
つ
、
（
羽
毛
）
枕
二
つ
、
毛
布
三
枚
、
毛
屑
入
ベ
ッ
ド
一
台
、

寝
室
　
　
椅
子
三
脚
、
寝
台
枠
組
二
台
、
カ
ー
テ
ン
、
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
、
毛
布
、
一
〇
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
。

三
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
。
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概
算

ま
き
載
せ
台
二
組
、
や
っ
と
こ
一
組
、
暖
炉
用
シ
ャ
ベ
ル
、
鉄
串
、
壊
れ
た
寝
床
用
あ
ん
か
、
八
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
。

板
張
椅
子
一
脚
、
腰
掛
二
脚
、
糸
車
二
台
、
古
ぼ
け
た
（
羽
毛
）
枕
、
テ
ー
ブ
ル
、
洗
濯
物
入
れ
、
櫃
二
厘
、
及
び
小
道
具
少
々
、

一
ポ
ン
ド
六
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
。

衣
類
と
現
金
、
一
ポ
ン
ド
九
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
。

八
ポ
ン
ド
○
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ン
ス
。

　
こ
の
よ
う
な
町
の
、
ほ
ぼ
こ
う
し
た
家
具
を
備
え
た
家
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
一
五
八
八
年
四
月
五
日
、
生
ま
れ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
誕
生
に
つ

い
て
は
、
か
れ
自
身
の
ラ
テ
ン
語
韻
文
に
よ
る
『
自
叙
伝
』
の
中
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
の
襲
来
に
驚
愕
し
た
母
が
早
産
し
、
「
私
自
身

と
恐
怖
と
い
う
双
生
児
を
同
時
に
生
み
落
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
叙
述
が
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く

事
実
と
さ
れ
た
上
で
、
か
れ
の
「
臆
病
な
」
性
格
と
か
、
諸
情
念
の
中
の
「
恐
怖
」
の
概
念
の
重
視
と
か
、
ま
た
祖
国
の
敵
を
憎
み
平
和
を
愛

好
す
る
精
神
と
か
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
『
自
叙
伝
』
で
語
っ
た
事
は
事
実
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
か
ら
検
討
を
始
め
よ
う
。

　
ロ
ゴ
ー
に
よ
れ
ば
、
無
敵
艦
隊
の
動
向
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
ロ
ゴ
ー
の
以
下
の
記
述
は
、
峯
魯
毘
冨
三
ω
の
、
↓
8
0っ
忘
幕
7
喜
包
㊤
、
に

よ
っ
て
い
る
が
、
同
著
を
出
典
に
し
て
い
る
平
凡
社
百
科
辞
典
の
「
無
敵
艦
隊
」
の
項
の
説
明
と
は
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
を
換
算
し
て
も
日
数
が
若
干
異
な
っ
て

い
る
。
）
無
敵
艦
隊
は
、
一
五
八
八
年
五
月
一
八
－
九
日
に
ス
ペ
イ
ン
の
ペ
レ
ム
要
塞
を
出
帆
し
よ
う
と
し
た
が
、
風
が
北
風
の
た
め
、
出
帆

で
き
な
か
っ
た
。
七
月
十
一
日
に
第
二
回
目
の
出
帆
が
試
み
ら
れ
、
今
回
は
成
功
し
た
。
七
月
一
九
日
－
二
〇
日
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
海
岸

近
く
に
達
す
る
。
し
か
し
無
敵
艦
隊
は
敗
れ
八
月
二
日
ま
で
に
は
北
へ
向
っ
て
潰
走
す
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
沖
か
ら
大
西
洋
を
迂
回
し
て
ス

ペ
イ
ン
に
帰
国
し
た
時
に
は
出
帆
時
の
半
数
に
減
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
経
過
か
ら
す
れ
ば
、
失
敗
し
た
第
一
回
目
の
出
帆
時
の
一
ヶ
月
前
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
が
恐
怖
の
余
り
、
早
産
し
た
と
い
う
の
は
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い
さ
さ
か
怪
し
い
。
た
と
え
四
月
頃
に
無
敵
艦
隊
が
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
達
し
て
い
た
と
し
て
も
、
南
部
海
岸
か
ら
凡
そ
五
〇
キ
ロ
も
内
陸
の

マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
に
直
接
の
脅
威
を
与
え
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
一
五
八
七
年
十
二
月
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
岸
都
市
の
何
人
か
の

住
民
が
、
無
敵
艦
隊
が
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
い
る
と
い
う
知
ら
せ
で
逃
げ
だ
し
た
の
も
事
実
ら
し
い
。
だ
か
ら
、
一
般
的
に
は
、
英
国
人
が
無
敵

艦
隊
に
脅
え
て
い
た
と
い
え
る
と
し
て
も
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
事
実
も
な
い
。

　
し
か
し
、
無
敵
艦
隊
の
事
は
別
に
し
て
も
、
そ
れ
と
は
異
な
る
不
安
要
因
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
コ
五
八
八
年
」
と
い
う
年
に
つ
い
て
様
々

な
予
言
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
不
安
を
よ
ん
で
い
た
。
古
く
は
、
一
四
七
五
年
、
レ
ギ
オ
モ
ン
タ
ヌ
ス
と
し
て
名
を
馳
せ
る
ド
イ
ツ
の
数
学
者
で

天
文
学
者
ヨ
ー
ハ
ン
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
「
キ
リ
ス
ト
生
誕
後
、
一
〇
〇
〇
年
、
更
に
天
文
時
間
五
〇
〇
年
後
、
驚
異
の
八
八
年
が
始
ま
り
、

時
が
経
つ
に
つ
れ
余
り
あ
る
災
危
を
も
た
ら
す
。
こ
の
年
、
全
破
局
が
起
ら
ず
海
陸
す
べ
て
が
全
滅
し
な
い
と
し
て
も
、
全
世
界
は
大
変
動
を

起
し
、
諸
帝
国
は
衰
微
し
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら
極
ま
り
な
い
悲
嘆
の
声
が
流
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
予
言
し
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
時
代
に
近
づ
く

と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
改
革
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
は
、
ル
タ
ー
が
法
皇
に
挑
戦
し
た
一
五
一
八
年
か
ら
、
七
年
周
期
の
十
回
目

の
周
期
に
あ
た
る
一
五
八
八
年
は
、
最
終
期
と
し
て
、
第
七
の
封
印
が
開
封
さ
れ
反
キ
リ
ス
ト
者
が
打
倒
さ
れ
、
最
後
の
審
判
が
間
近
と
な
る

開
始
年
だ
と
予
言
し
た
。
ま
た
、
一
五
八
八
年
に
向
け
て
オ
ラ
ン
ダ
の
暦
書
は
、
「
八
月
が
過
ぎ
れ
ば
事
態
は
鎮
ま
る
だ
ろ
う
が
、
暴
風
雨
、

恐
る
べ
き
大
洪
水
、
真
夏
の
電
と
雪
、
真
昼
の
暗
黒
、
血
の
よ
う
な
雨
、
奇
形
の
誕
生
、
大
地
の
奇
怪
な
変
動
」
を
予
言
し
た
。
一
五
七
六
年

の
イ
ギ
リ
ス
の
一
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
枢
密
院
の
禁
止
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
五
八
七
年
に
再
版
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
不
吉
な
出
来
事
と
解

さ
れ
る
二
回
の
月
触
の
う
ち
一
面
目
の
月
触
が
起
る
こ
と
、
即
ち
、
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
占
星
術
上
の
運
命
星
、
処
女
宮
に
お
い
て
生
ず
る
と

し
て
、
主
権
者
の
崩
御
を
予
言
し
て
い
た
。
ま
た
、
ホ
ッ
ブ
ズ
を
一
時
期
、
雇
っ
た
こ
と
も
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
（
窃
臼
山
9
①
）

は
、
『
随
想
集
』
（
「
予
言
に
つ
い
て
」
『
べ
ー
コ
ン
随
想
集
』
岩
波
文
庫
、
工
会
丁
六
五
頁
）
の
中
で
、
「
自
分
が
子
供
の
頃
、
そ
し
て
、
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
が
花
盛
り
で
あ
っ
た
頃
」
、
以
下
の
よ
う
な
「
あ
り
ふ
れ
た
」
予
言
を
聞
い
た
と
記
し
た
。
即
ち
、
「
大
麻
（
＝
①
ヨ
需
）
が
つ
む
が
れ
る

時
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
終
わ
り
だ
。
」
と
。
「
＝
Φ
B
需
」
と
は
、
英
国
国
王
「
＝
o
塁
－
国
α
毛
霞
ρ
嘗
貰
ざ
穿
一
一
旦
望
困
σ
簿
ど
の
「
頭
文
字
」
を
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介紹

表
わ
し
て
お
り
、
王
た
ち
の
君
臨
後
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
大
混
乱
に
陥
る
」
意
味
だ
と
か
れ
は
解
釈
を
施
し
た
。
べ
ー
コ
ン
は
ま
た
、
一
五
八

八
年
に
向
け
て
の
別
の
予
言
を
記
憶
し
て
い
た
。
即
ち
、
「
あ
る
日
、
ボ
ー
と
メ
イ
と
の
間
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
黒
い
艦
隊
が
見
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
が
来
て
去
る
時
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
石
灰
と
石
で
家
を
建
て
る
、
戦
後
に
は
何
も
持
て
な
く
な
る
か
ら
。
」
ベ
ー
コ
ン
は
、
「
そ
れ
は

一
般
に
、
一
五
八
八
年
（
岩
波
文
庫
は
コ
五
八
九
年
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
六
五
頁
）
に
来
襲
し
た
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
の
こ
と
を
い
っ
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
王
の
姓
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
あ
る
と
噂
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
評
釈
し
た
。
「
ボ
ー
」
と
い
う
の
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ー
ス
・
オ
ブ
．
フ
ォ
ー
ス
川
河
口
の
大
き
な
岩
の
名
で
あ
り
、
「
メ
ィ
」
は
同
河
口
に
あ
る
小
島
の
名
で
あ
る
。
予
言
ど
お

り
、
一
五
八
八
年
潰
走
し
た
ス
ペ
イ
ン
無
敵
艦
隊
の
一
部
が
こ
の
岩
と
小
島
の
間
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
各
種
の
予
言
が
不
安
を
醸
成
し
、
当
時
の
市
民
と
同
様
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
も
不
安
に
か
ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ペ
イ
ン
無
敵
艦
隊
来
襲
の
噂
は
、
こ
れ
ら
の
予
言
が
引
き
起
し
た
不
安
を
裏
付
け
る
一
つ
の
兆
し
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
多
く
の
予
言
は
、

大
抵
、
聖
書
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
、
ま
た
、
国
教
会
下
級
牧
師
と
結
婚
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
の
信
仰
心
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
予
言
が
彼
女

に
か
な
り
の
動
揺
を
与
え
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
無
論
、
彼
女
へ
の
予
言
の
影
響
に
つ
い
て
は
推
測
の
域
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
信
仰
心
薄
く
懐
疑
的
な
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
自
分
の
誕
生
の
事
情
を
迷
信
や
宗
教
上
の
予
言
と
結
び
つ
け
た
く
は
な

か
っ
た
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
誕
生
の
事
情
を
ス
ペ
イ
ン
無
敵
艦
隊
来
襲
の
噂
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、

自
分
の
誕
生
日
四
月
五
日
が
、
一
五
八
八
年
の
聖
大
金
曜
日
、
即
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
復
活
祭
前
の
イ
エ
ス
受
難
記
念
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
ど

こ
に
も
触
れ
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
ブ
リ
ー
に
よ
れ
ば
（
『
名
士
小
伝
』
冨
山
房
百
科
文
庫
九
五
頁
）
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
は
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
近
郊
の
小
村
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
マ
　
ン
　
リ
　
　
ヒ

の
、
、
、
ド
ル
ト
ン
（
冨
こ
色
魯
9
）
な
る
家
の
出
自
で
、
ミ
ド
ル
ト
ン
家
は
独
立
自
営
農
民
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
我
々
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
に
関

し
て
オ
ー
ブ
リ
ー
の
情
報
し
か
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
、
そ
の
近
隣
の
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
、
あ

る
い
は
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
州
や
グ
ロ
ー
ス
タ
シ
ャ
ー
州
の
地
方
記
録
保
管
所
、
教
区
記
録
保
管
所
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
市
議
会
議
事
録
等
の
あ
ら
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ゆ
る
情
報
源
に
よ
っ
て
も
、
言
ま
一
卑
o
戸
冨
く
色
o
ε
P
冨
く
＆
蚕
8
な
る
一
族
の
記
録
は
発
見
し
え
な
い
。
生
憎
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七

世
紀
前
半
に
か
け
て
そ
の
地
方
の
、
結
婚
、
洗
礼
、
死
亡
記
録
が
不
完
全
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
唯
一
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
聖
マ
ー
チ

ン
教
区
で
一
五
七
八
年
五
月
三
日
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
な
る
男
と
結
婚
し
た
ア
リ
ス
・
コ
ー
ト
ネ
ル
（
≧
8
0
2
冨
器
昌
）
な
る
女
性
の
記
録

が
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
兄
の
孫
娘
の
一
人
は
、
毒
8
あ
る
い
は
と
8
と
命
名
さ
れ
て
お
り
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
は
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
か
ら
そ
う
隔

た
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
は
実
は
ア
リ
ス
・
コ
ー
ト
ネ
ル
だ
と
す
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、
一
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
で
あ
れ
、
ト
マ
ス
で
あ
れ
、
ま
た
ア
リ
ス
で
あ
れ
、
実
に
あ
り
ふ
れ
た
名
な
の
で
あ
る
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
の
祖
父
は
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ッ
ブ
ズ
と
い
い
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
父
と
同
じ
く
国
教
会
牧
師
で
あ
っ
た
。
一
五
二
〇
年
か
ら
二
五
年
に
か

け
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ニ
ュ
ー
カ
レ
ッ
ヂ
校
に
在
籍
し
、
二
九
年
に
は
テ
ィ
ル
ス
ヘ
ッ
ド
の
教
区
主
管
者
代
理
（
≦
8
H
）
を
勤
め
た
。

　
ジ
ョ
ン
・
ホ
ッ
ブ
ズ
は
三
人
の
息
子
を
得
た
が
、
長
男
は
エ
ド
モ
ン
ド
（
匿
ヨ
o
区
）
と
い
い
、
一
六
〇
六
年
四
月
二
二
日
ま
で
存
命
し
た
。

マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
・
ア
ベ
ー
教
会
祭
壇
下
部
の
真
鍮
板
碑
文
に
は
、
「
エ
ド
モ
ン
ド
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
身
体
、
こ
こ
に
眠
る
。
我
が
町
の
市
民

（
9
お
8
ω
）
で
あ
っ
た
。
一
六
〇
六
年
四
月
二
二
日
没
。
す
べ
て
の
復
活
を
願
う
。
」
と
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
か
れ
は
、
再
三
、
マ
ー
ム
ズ

ベ
リ
の
市
参
事
会
員
を
勤
め
た
。

　
次
男
フ
ラ
ン
シ
ス
（
写
嘗
。
邑
は
、
後
に
ホ
ッ
ブ
ズ
の
兄
や
ホ
ッ
ブ
ズ
を
経
済
的
に
支
え
る
人
物
で
あ
る
。
裕
福
な
手
袋
製
造
業
者
で
、

マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
市
民
（
σ
員
α
q
①
ω
。
。
）
か
つ
市
参
事
会
員
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
僧
院
に
泊
り
に
来
た
訪
問
客
の
馬
に
草
を
喰
わ
せ
た
牧
草
地
を

意
味
す
る
ガ
ス
ト
ン
（
O
鐘
8
H
讐
①
ε
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ホ
ッ
ブ
ズ
に
遺
贈
し
た
。
そ
こ
は
、
当
時
と
し
て
は
相
当
の
額
で
あ
る
年
間
一
六

ポ
ン
ド
の
収
入
が
あ
っ
た
。
か
れ
は
晩
婚
で
、
子
供
も
無
く
、
一
六
三
八
年
に
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
。

　
三
男
が
、
我
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
父
、
同
姓
同
名
の
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
で
あ
る
。
父
ト
マ
ス
の
生
年
が
、
一
五
四
七
年
で
あ
る
こ
と
は
確
定
し

う
る
の
で
あ
る
が
、
没
年
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
れ
は
か
れ
が
一
六
〇
〇
年
頃
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
か
ら
失
踪
し
た
た
め
で
あ
る
。

確
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
地
で
そ
の
頃
に
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
シ
ス
ル
ワ
ー
ス
（
↓
募
二
〇
毛
o
二
げ
）
で
祈
祷
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朗
読
者
（
8
区
R
）
を
勤
め
、
凡
そ
八
○
才
で
一
六
三
〇
年
頃
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
。
か
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
述
し
よ
う
。

　
父
ト
マ
ス
と
母
ア
リ
ス
ニ
・
・
ド
ル
ト
ン
ω
と
の
間
に
、
我
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
兄
エ
ド
マ
ン
ド
（
臣
ヨ
巨
O
）
（
窃
o。
O
山
8
刈
）
、
我
が
ト
マ
ス
、
そ

し
て
妹
の
ア
ン
（
貯
臣
）
が
生
れ
た
。
妹
ア
ン
の
系
譜
か
ら
述
べ
る
と
、
彼
女
は
、
ト
マ
ス
・
ロ
ー
レ
ン
ス
（
↓
ぎ
ヨ
霧
器
蕎
9
8
）
な
る
人

物
と
結
婚
し
、
七
人
の
子
供
を
も
う
け
た
。
彼
女
は
、
我
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
生
家
を
父
か
ら
遺
贈
さ
れ
た
が
、
彼
女
の
死
後
彼
女
の
子
供
の
一
人

で
彼
女
の
名
を
受
け
継
い
だ
娘
ア
ン
（
≧
幕
）
が
そ
れ
を
相
続
し
た
。
そ
の
娘
ア
ン
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ゲ
イ
（
困
。
冨
巳
9
鴫
）
な
る
人
物
と

結
婚
し
、
ア
ン
・
ホ
ッ
ブ
ズ
・
ゲ
イ
を
名
の
っ
た
。

　
我
が
ト
マ
ス
の
二
才
年
長
の
兄
エ
ド
マ
ン
ド
は
、
伯
父
フ
ラ
ン
シ
ス
の
手
袋
製
造
業
を
継
い
だ
。
か
れ
に
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
、
メ
ア
リ
、
エ

レ
ノ
ア
（
匡
①
目
自
）
と
い
う
三
人
の
子
が
い
る
。
メ
ア
リ
と
エ
レ
ノ
ア
は
、
我
が
ト
マ
ス
か
ら
遺
産
を
贈
与
さ
れ
た
。
兄
エ
ド
マ
ン
ド
は
、
三

人
の
子
供
た
ち
か
ら
五
人
の
孫
を
得
た
。
孫
の
一
人
が
ア
リ
ス
（
≧
冨
）
で
あ
る
が
、
こ
の
五
人
の
孫
の
う
ち
の
三
人
と
曾
孫
の
一
人
が
ト
マ

ス
を
名
の
っ
た
。
曾
孫
の
ト
マ
ス
も
我
が
ト
マ
ス
か
ら
遺
産
を
贈
与
さ
れ
た
。
エ
ド
マ
ン
ド
の
孫
で
ト
マ
ス
を
名
の
る
人
物
は
三
人
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の
一
六
五
二
年
生
れ
の
孫
は
、
ア
ン
・
プ
レ
イ
ヤ
i
（
＞
目
o
＝
昌
ε
と
結
婚
し
、
そ
の
直
系
の
子
孫
が
メ
イ
ジ
ャ
ー
・
ア
ド
リ
ア

ン
・
リ
ン
グ
リ
ー
・
フ
ォ
ズ
ブ
ル
ッ
ク
H
ホ
ッ
ブ
ズ
（
ζ
帥
』
9
＞
猛
嘗
ミ
昔
笹
塁
問
8
耳
o
ざ
ー
＝
o
σ
げ
①
ω
）
で
あ
る
。
か
れ
は
、
一
八
九
六
年
に

生
れ
一
九
三
五
年
に
没
し
た
。
か
れ
の
子
供
が
三
人
と
も
娘
で
あ
っ
た
た
め
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
フ
ァ
ミ
リ
i
・
ネ
ー
ム
を
伝
え
る
最
後
の
末
商
と

な
っ
た
。
か
れ
の
娘
の
一
人
は
、
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
州
ク
ロ
ウ
ソ
ー
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ル
エ
ル
（
0
8
お
①
↓
毎
亀
）
と
結
婚
し
た
。
ト
ル
エ
ル

氏
は
、
今
も
健
在
で
あ
る
。

　
さ
て
、
父
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
に
立
ち
帰
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
父
ト
マ
ス
に
関
す
る
叙
述
は
、
殆
ど
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ブ
リ
ー
の
情
報

に
も
と
づ
い
て
い
る
。
実
は
、
ジ
ョ
ン
の
情
報
は
、
ジ
ョ
ン
の
弟
ウ
イ
リ
ア
ム
の
情
報
に
よ
っ
て
お
り
、
こ
の
ウ
イ
リ
ア
ム
が
兄
に
書
き
送
っ

た
情
報
が
完
全
に
は
正
し
く
な
く
、
少
な
く
と
も
公
正
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ブ
リ
ー
は
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
を
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
と
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
を
合
わ
せ
た
教
区
主
管
者
代
理
（
≦
8
『
）
だ
と
し
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アーノルド・A・ロゴー『トマス・ホッブズ』　（一1

て
い
る
。
父
ホ
ッ
ブ
ズ
は
ヴ
ァ
イ
カ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
≧
q
巨
○
×
o
巳
9
器
即
ま
8
1
嵩
辰
（
O
醜
o
具
一
〇
。
2
）
は
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
を

「
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
州
の
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
並
び
に
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
の
ヴ
ァ
イ
カ
ー
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
五
八
九
年
五
月
二
七
日
と

確
定
さ
れ
る
の
』
ω
ど
q
O
o
琶
ω
8
q
O
2
辞
の
供
述
録
取
書
は
、
か
れ
を
三
二
才
の
牧
師
補
（
8
艮
①
）
と
記
録
す
る
の
を
初
め
と
し
て
、
そ

の
後
の
、
O
①
一
9
富
切
o
o
ざ
窃
o。
o

。
∴
＄
O
や
＞
9
ω
o
畠
亀
O
旨
8
」
8
7
5
9
窃
も
か
れ
を
キ
ュ
レ
イ
ト
と
し
て
い
る
。
（
実
は
、
後
述
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

よ
う
に
、
当
時
の
そ
の
教
区
の
ヴ
ァ
イ
カ
ー
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ン
ゲ
な
る
人
物
で
あ
る
。
）
（
因
み
に
ラ
ス
レ
ッ
ト
は
「
聖
メ
ァ
リ
教
区
の
牧
師
補
、

偉
大
な
哲
学
者
ト
マ
ス
・
ホ
ソ
ブ
ズ
の
父
」
と
記
す
。
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
ス
レ
ソ
ト
、
川
北
稔
他
訳
　
『
わ
れ
ら
失
い
し
世
界
』
　
三
嶺
書
房
　
一
〇
四
頁
）

　
ま
た
、
オ
ー
ブ
リ
ー
は
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
を
「
無
学
の
『
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
』
の
類
」
と
記
す
が
、
こ
の
記
述
も
い
さ
さ
か
怪
し
い
。
と
い
う
の

は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ブ
レ
イ
ズ
ノ
ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
一
五
八
七
年
の
記
録
簿
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
＝
○
σ
σ
ω

↓
ぎ
ヨ
霧
（
9
き
塗
）
℃
℃
ユ
ダ
ヨ
㊤
宍
且
魯
」
O
＞
耳
詔
a
“
9
＞
量
』
O
＞
冥
窃
o
o
3
。
こ
の
記
載
か
ら
す
れ
ば
、
「
グ
ロ
ー
ス
タ
シ
ャ
ー
の
ト

マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
。
四
〇
才
。
労
働
者
階
級
の
出
自
。
（
ロ
ゴ
ー
が
い
う
よ
う
に
、
倉
。
ぎ
旨
据
岳
鴇
融
邑
冤
と
解
す
る
よ
り
、
平
民
の
出
自
の
方
が
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
）
非
公
式
に
、
即
ち
、
式
典
な
く
四
月
一
九
日
に
入
学
許
可
さ
れ
、
一
五
八
七
年
四
月
二
九
日
入
学
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
在
学
期
間
は
不
明
だ
が
、
一
五
八
九
年
五
月
ま
で
に
は
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
に
帰
郷
し
て
い
る
。
ブ
レ
イ
ズ
ノ
ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ヂ
ヘ
の
入
学
が

事
実
だ
と
す
れ
ば
、
短
期
間
で
あ
れ
在
学
し
た
こ
と
は
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
を
「
無
学
」
と
す
る
の
は
い
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
オ
ー
ブ
リ
ー
は
、
「
父
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
か
ん
し
ゃ
く
持
ち
で
、
…
…
同
僚
の
牧
師
を
殴
り
つ
け
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
原
因
で
逃
亡
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
当
時
、
質
の
悪
い
僧
侶
が
か
な
り
多
く
い
た
。
賭
け
事
や
酒
飲
に
耽
っ
た
り
、
あ
げ
く
の
果

て
喧
嘩
を
す
る
の
も
頻
繁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
五
六
〇
年
か
ら
一
六
〇
〇
年
に
か
け
て
、
大
学
が
僧
侶
を
教
育
す
る
に
つ
れ
、
僧
侶
の
モ

ラ
ル
も
改
善
さ
れ
、
次
第
に
そ
の
地
位
や
経
済
状
態
も
か
な
り
向
上
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
が
逃
亡
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
件
の
真
相
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
五
九
〇
年
、

　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
ペ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ァ
　
ク
テ
ィ
　
コ
ノ

ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
分
会
堂
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
小
教
区
委
員
た
ち
（
。
ど
『
9
壽
巳
9
ω
）
は
、
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
司
教
座
聖
堂
助
祭
に
、
か
れ
ら
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キ
ュ
レ
イ
ト

の
牧
師
補
が
「
民
衆
酒
場
の
常
連
だ
」
と
訴
え
出
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
牧
師
補
が
父
ホ
ッ
ブ
ズ
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
そ

の
後
、
一
六
〇
二
年
十
一
月
に
、
「
蜜
邑
ω
け
R
＝
0
3
窃
号
旨
¢
。
震
黒
o
ユ
①
野
畠
窪
ぎ
8
譲
」
は
、
四
季
説
教
せ
ず
、
青
年
に
教
理
問
答
を
教
授

し
な
か
っ
た
廉
で
訴
え
ら
れ
、
十
二
月
に
最
告
発
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
父
ホ
ッ
ブ
ズ
に
何
ら
か
の
懲
戒
や
処
罰
が
加

え
ら
れ
た
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
一
六
〇
二
年
頃
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
の
小
教
区
民
（
ロ
畳
号
o
器
邑
と

種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
ら
し
い
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
に
在
住
す
る
こ
と
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
に
在
住
し
続
け
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
と
ウ
ェ

ス
ト
ポ
ー
ト
の
間
に
あ
る
川
の
水
位
が
上
る
た
び
に
、
屡
々
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
の
結
婚
式
や
洗
礼
式
や
葬
式
等
の
教
会
儀
式
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
、
日
常
的
に
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
の
種
々
の
怠
慢
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
か
れ
は
徹
夜
の
ト
ラ
ン
プ
遊
び
が
好
き
で
、
そ
の
た
め
、

屡
々
、
説
教
中
、
居
眠
り
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
　
　
ァ
　
イ
　
　
カ
　
ラ

　
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
教
区
主
管
者
代
理
は
、
そ
の
地
位
を
二
十
年
間
勤
め
た
ヘ
ン
リ
i
・
ロ
ン
ゲ
（
浮
塁
ぎ
轟
①
）
な
る
人
物
で
、
牧
師
補

は
教
区
主
管
者
代
理
を
補
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に
あ
っ
た
。
当
時
、
「
教
区
主
管
者
代
理
の
下
級
職
（
馨
碧
．
。
。
ヨ
昏
）
は
全
く
不
十
分

で
あ
る
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
下
級
職
」
の
者
と
は
紛
れ
も
な
く
父
ホ
ッ
ブ
ズ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
の
牧
師
補
と
し
て
の
収
入
の
一
部
は
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
小
教
区
民
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
た
が
、
以
上
の
諸
原
因

の
た
め
に
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
小
教
区
民
は
父
ホ
ッ
ブ
ズ
の
収
入
の
一
部
の
差
押
え
と
支
払
い
停
止
の
訴
訟
を
お
こ
す
に
至
っ
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
こ
の
訴
訟
の
結
末
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。

　
別
の
、
よ
り
重
要
な
法
廷
議
事
録
が
あ
る
。
父
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
「
ブ
ロ
ー
ク
ン
ボ
ロ
ー
（
卑
o
ぎ
呂
0
8
ξ
）
の
…
：
し
か
し
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト

在
住
の
牧
師
補
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
裁
判
は
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
教
会
主
管
者
（
お
9
包
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ジ
ー
ン
（
困
9
R
亀
①
昏
o
）
を
「
な
ら
ず
者
、
名
う
て
の
な
ら
ず
者
、
呑
ん
だ
く
れ
の
な
ら
ず
者
、
同
僚
牧
師
（
σ
8
浮
R
昌
旨
一
包
ア
ン
ド

ロ
ー
ズ
（
ぎ
9
0
類
ω
）
殺
し
」
と
誹
諺
し
た
廉
で
起
さ
れ
た
。
一
六
〇
三
年
十
月
十
二
日
に
審
理
が
開
始
さ
れ
、
十
月
二
五
日
、
十
一
月
八
日
、
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アーノルド・A・ロゴー『トマス・ホッブズ』　（一）

十
一
月
二
二
日
、
十
二
月
六
日
と
続
け
ら
れ
た
。
父
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
弁
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
一
六
〇
三
年
十
二
月
か
翌
年

の
一
月
に
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
教
会
法
廷
は
、
二
月
五
日
朝
の
祈
祷
時
に
会
衆
の
面
前
で
蹟
罪
を
行
う
よ
う
判
決
を
下
し
た
。
し
か
し
、
父
ホ
ッ

ブ
ズ
は
二
月
五
日
の
祈
祷
時
に
姿
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
た
め
、
二
月
八
日
、
ジ
ー
ン
は
裁
判
所
に
「
上
記
ホ
ッ
ブ
ズ
（
＝
9
富
）
に
よ
る
瞭
罪

に
関
す
る
公
式
書
状
」
に
よ
っ
て
訴
え
た
結
果
、
同
法
廷
は
そ
の
請
求
趣
旨
申
立
て
を
認
め
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
を
破
門
に
付
し
た
。
父
ホ
ッ
ブ
ズ

は
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
も
改
俊
の
情
を
示
す
ど
こ
ろ
か
、
一
層
、
反
抗
的
な
態
度
を
募
ら
せ
た
ら
し
い
。

　
一
六
〇
四
年
二
月
二
二
日
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
る
「
フ
ォ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ー
ン
に
対
す
る
暴
行
」
に
関
す
る
法
廷
が
開
か

れ
た
。
そ
の
時
の
証
人
、
年
齢
凡
そ
六
〇
歳
、
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
の
借
地
農
（
言
ω
匿
且
B
磐
）
ロ
バ
ー
ト
・
グ
ラ
ウ
ン
ジ
ャ
i
（
寄
富
容

O
轟
巨
鴨
H
）
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
「
今
月
の
つ
い
二
週
間
前
か
一
週
間
前
の
土
曜
日
、
…
…
〔
グ
ラ
ウ
ン
ジ
ャ
ー
が
〕
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
肉
屋

の
と
こ
ろ
で
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
教
会
付
属
庭
地
の
近
く
に
立
っ
て
い
る
と
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
が
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
停
ん
で
い

る
の
を
見
た
。
…
…
ほ
ど
な
く
フ
ォ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
牧
師
（
℃
震
ω
亀
）
が
や
っ
て
き
て
、
教
会
の
庭
に
入
っ
て
い
っ
た
。
：
…
。
か
れ
が
上
記
の

教
会
の
庭
に
入
っ
て
い
く
と
、
上
記
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
（
＝
3
富
）
が
上
記
ジ
ー
ン
氏
の
後
に
つ
い
て
い
き
、
破
門
し
た
の
は
ど
う
い
う
積

り
か
と
罵
り
始
め
た
。
そ
こ
で
上
記
ジ
ー
ン
氏
が
自
分
が
君
を
破
門
し
た
の
で
は
な
い
と
答
え
る
と
、
上
記
ホ
ッ
ブ
ズ
は
罵
り
な
が
ら
ジ
ー
ン

氏
を
追
い
、
な
ら
ず
者
と
い
い
、
か
れ
に
近
づ
く
と
こ
ぶ
し
で
耳
や
頭
の
辺
り
を
殴
り
つ
け
た
。
そ
の
た
め
、
帽
子
は
吹
っ
と
び
、
マ
ン
ト
が

背
中
か
ら
落
ち
た
。
上
記
ジ
ー
ン
氏
は
、
上
記
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
問
中
、
暴
行
を
受
け
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
ジ
ー
ン
氏
を
殴
る
の

を
や
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ジ
ー
ン
氏
は
、
身
を
護
る
た
め
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
を
殴
り
、
か
れ
を
振
り
払
っ
て
地
面
に
投
げ

と
ば
し
た
。
」
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
教
会
法
廷
は
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
を
再
度
聴
取
し
よ
う
と
し
た
が
、
か
れ
は
姿
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
。
二
月
二
二
日

頃
、
か
れ
は
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
を
去
り
、
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
シ
ス
ル
ワ
ー
ス
に
逃
げ
の
び
た
。
か
れ
は
二
度
と
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
に
姿
を
み
せ
な

か
っ
た
。

　
牧
師
補
で
あ
っ
た
父
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
に
在
住
し
、
勤
勉
に
勤
務
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
年
収
は
六
〇
乃
至
八
○
ポ
ン
ド
に
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達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
バ
ラ
に
住
む

こ
と
を
拒
ん
だ
た
め
、
そ
の
収
入
は
十
分
の
一
に
も
達

し
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
一
六
〇
四
年
二
月
二
二
日
頃

以
降
は
家
庭
を
完
全
に
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

我
が
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
も
、
そ
の
前
年
、
一
六
〇
三

年
に
、
一
五
才
に
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
入
学

の
た
め
、
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
を
去
っ
て
い
た
。

　
我
が
ト
マ
ス
が
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
に
言
及
す
る
こ
と
は

な
い
が
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
が
徹
夜
の
ト
ラ
ン
プ
遊
び
に
興

じ
た
挙
句
、
翌
日
の
説
教
の
最
中
に
居
眠
り
を
し
「
ク

ラ
ブ
の
勝
ち
」
と
叫
ん
で
し
ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
想

い
出
し
て
か
、
後
年
（
一
六
六
一
年
）
、
『
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
お
け
る
哲
学
者
と
慣
習
法
の
学
徒
と
の
対
話
』

（
公
刊
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
死
後
の
一
六
八
一
年
）
の
中
で
、
法

の
下
の
主
権
の
行
使
を
ト
ラ
ン
プ
・
カ
ー
ド
の
賭
け
事

に
な
ぞ
ら
え
、
「
そ
れ
以
外
は
、
統
治
の
問
題
で
、
他

に
何
も
の
も
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
ク
ラ
ブ
の
勝
で
あ

る
」
と
記
し
た
。

　
こ
こ
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
家
の
家
系
図
を
素
描
し
て
お
こ
う
。

祖父Jo㎞Hobbes

父Thomas＝AhceMiddleton（？
1547－1630？）1

Francis

（一1638？

Edmond
－1606．4．22

Ame〒ThomasLawrence

幽（1588．4、5－1678．12．4）

　Edm㎜d
（1586－1667）

A㎜e下Hcha「dGay
Frands　Mary　Eleanor

エドマンドの5人の孫

Thomas　Thomas　AHce

ThomasニAme　Player
（1652一？）

Major　Adrian　Wringley

　　Fosbroke－Hobbes

　　　（1896－1935〉

娘娘娘TGeo「ge（網
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二
－
口
　
少
年
時
代

アーノルド・A・ロゴー『トマス・ホッブズ』　（一）

　
オ
ー
ブ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
少
年
の
頃
、
大
層
遊
び
好
き
だ
っ
た
が
、
一
方
そ
の
頃
か
ら
既
に
物
思
い
に
沈
む
癖
も
あ
っ
た
」

そ
う
で
あ
る
。
（
オ
ー
ブ
リ
ー
、
前
掲
書
九
八
ー
九
頁
）
「
遊
び
好
き
」
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
戦
争
ご
っ
こ
や
レ
ス
リ
ン
グ
ご
っ
こ
、
駆
け
っ
こ
や

輪
回
し
遊
び
を
し
た
り
、
弓
を
ひ
い
た
り
、
ま
た
、
エ
イ
ヴ
ォ
ン
川
で
泳
い
だ
り
魚
釣
り
を
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
「
鳥
の
巣
作
り
」
に
耽
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
違
っ
た
巣
か
ら
鳥
の
卵
を
集
め
、
卵
に
小
さ
な
穴
を
あ
け
、
中
味
を
吹
き
出
し
、
卵
に
糸
を

通
す
遊
び
で
あ
る
。
そ
の
完
全
な
形
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
少
年
は
大
変
な
賞
賛
の
的
に
な
っ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の

学
生
の
頃
に
も
、
特
に
夏
場
に
は
、
鳥
も
ち
で
鳥
を
よ
く
つ
か
ま
え
た
ら
し
い
。
光
学
上
の
興
味
あ
る
点
と
し
て
、
小
鳥
の
鋭
い
視
覚
の
こ
と

を
、
オ
ー
ブ
リ
ー
に
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
ト
チ
の
実
遊
び
」
（
8
嘗
色
に
興
じ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
も
を
通
し
た
ト
チ
の
実
で
相
手
の

ト
チ
の
実
を
数
回
た
た
き
、
実
が
か
け
た
り
壊
れ
た
り
し
た
方
が
敗
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
遊
び
は
、
二
〇
世
紀
前
半
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
で
は
、
年
間
、
数
多
く
の
祭
が
行
わ
れ
て
お
り
、
個
人
や
団
体
の
様
々
な
ゲ
ー
ム
や
、
あ
や
つ
り
人
形
劇
、
道
化
、
踊
り
、

の
ど
自
慢
が
催
さ
れ
た
。
羊
毛
袋
か
つ
ぎ
競
走
は
、
普
通
、
四
人
の
走
者
か
ら
な
る
団
体
競
技
で
、
凡
そ
一
〇
〇
〇
米
を
凡
そ
三
〇
キ
ロ
の
羊

毛
袋
を
か
つ
い
で
疾
駆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
祭
に
は
、
多
く
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
た
り
歌
わ
れ
た
り
し
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
少
年
時
代
、
音
楽

に
熱
中
し
た
し
、
後
年
に
な
っ
て
も
リ
ュ
ー
ト
や
バ
ス
・
ヴ
ィ
オ
ル
を
演
奏
し
た
。
随
奏
歌
曲
を
就
寝
前
に
歌
う
の
を
習
慣
に
し
て
お
り
、
そ

れ
が
肺
を
強
化
し
、
長
生
き
さ
せ
る
と
信
じ
て
い
た
。

　
「
物
思
い
に
沈
む
傾
向
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
も
読
書
の
方
を
一
層
好
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
「
四
才
の
時
、

ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
教
会
の
学
校
に
上
が
り
、
八
才
ま
で
通
っ
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
よ
く
読
め
、
四
桁
の
数
を
か
ぞ
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
オ
ー
ブ
リ
ー
は
伝
え
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
自
叙
伝
』
の
中
に
「
四
年
問
話
す
こ
と
を
学
び
、
更
に
四
年
間
読
み
、
計
算
を
し
、
そ
し
て
文
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字
を
ほ
ど
ほ
ど
う
ま
く
書
く
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
記
し
た
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
は
八
才
か
ら
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
赴
く
一
五
才
ま
で
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
テ
ィ
マ
i
（
閑
o
訂
耳
い
魯
目
R
）
に
私
淑
す
る
。
こ

の
頃
、
ラ
テ
ィ
マ
ー
は
、
一
九
か
二
〇
才
の
ほ
や
ほ
や
の
学
士
で
あ
っ
た
。
（
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ラ
テ
ィ
マ
ー
が
亡
く
な
る
直
前
、
エ
ハ
一
二
四
年
の
夏
、

当
時
リ
ー
・
デ
ラ
メ
ア
の
教
会
主
管
者
（
お
9
＆
に
な
っ
て
い
た
か
れ
を
訪
ね
た
。
オ
ー
ブ
リ
ー
は
、
ラ
テ
ィ
マ
ー
が
七
〇
才
で
一
六
三
四
年
に
な
く
な
っ
た

と
記
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
一
五
九
六
年
か
ら
の
数
年
間
は
ラ
テ
ィ
マ
ー
は
三
〇
才
代
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
V
ラ
テ
ィ
マ
ー
は
熱

意
の
あ
る
教
師
で
、
中
で
も
ホ
ッ
ブ
ズ
は
利
発
な
弟
子
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
弟
子
た
ち
に
ギ
リ
シ
ア
語
と
ラ
テ
ン
語
を
教
授
し
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ

は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ヘ
去
る
直
前
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
メ
デ
ィ
ア
』
を
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
、
そ
れ
を
ラ
テ
ィ
マ
ー

に
献
じ
た
。
そ
の
翻
訳
は
、
残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
。
ラ
テ
ィ
マ
！
の
家
政
婦
が
カ
マ
ド
で
燃
や
し
処
分
し
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
宗
教
的
懐
疑
論
者
で
あ
っ
た
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
は
、
当
時
、
現
実
主
義
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
し
、
か
れ
も
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
よ
り
あ
る
が

ま
ま
の
姿
を
描
き
、
ま
た
、
（
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
）
戦
争
を
人
間
に
と
っ
て
最
悪
の
危
害
だ
と
み
な
し
た
。

　
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
メ
デ
ィ
ア
』
の
主
人
公
は
、
女
神
ヘ
ラ
ス
の
血
を
ひ
く
女
魔
法
使
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
そ
の
劇
が
基
に
す
る
伝
説
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
イ
エ
ソ
ン
が
金
羊
皮
（
コ
8
8
）
を
求
め
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
父
で
金
羊
皮
の
保
管
者
ア
イ
エ
テ
ス
王
の
下
に
や
っ
て

く
る
。
イ
エ
ソ
ン
と
の
恋
に
陥
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
兄
を
殺
し
身
体
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
海
に
投
げ
込
み
、
ア
イ
エ
テ
ス
が
そ
れ
を
拾
い
集
め
る

う
ち
に
時
間
を
か
せ
ぎ
、
イ
エ
ソ
ン
と
と
も
に
逃
亡
す
る
。
イ
エ
ソ
ン
は
イ
オ
ル
ク
ス
に
世
襲
王
国
を
つ
く
る
が
、
イ
エ
ソ
ン
を
裏
切
っ
た
か

れ
の
伯
父
ペ
リ
ァ
ス
に
対
し
メ
デ
ィ
ア
は
復
讐
す
る
こ
と
に
な
る
。
ペ
リ
ァ
ス
の
娘
を
そ
そ
の
か
し
て
ペ
リ
ァ
ス
殺
害
に
成
功
す
る
が
、
し
か

し
、
そ
の
こ
と
か
ら
イ
エ
ソ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
、
そ
れ
に
二
人
の
息
子
た
ち
は
逃
亡
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
劇
は
、
新
し
い

安
住
の
地
コ
リ
ン
ト
か
ら
始
ま
る
。
イ
エ
ソ
ン
は
、
好
運
を
得
よ
う
と
、
コ
リ
ン
ト
王
ク
レ
オ
ン
の
娘
を
新
し
い
妻
に
し
よ
う
と
し
メ
デ
ィ
ア

と
の
結
婚
を
解
消
す
る
。
メ
デ
ィ
ア
は
、
ク
レ
オ
ン
と
そ
の
娘
を
殺
害
す
る
が
、
コ
リ
ン
ト
で
は
自
分
と
息
子
の
身
が
安
全
で
な
い
と
確
信
し

て
、
二
人
の
息
子
を
殺
し
ア
テ
ネ
に
旅
立
つ
と
こ
ろ
で
、
幕
は
お
り
る
。
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アーノルド・A・ロゴー『トマス・ホッブズ』　（一〕

　
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
後
に
、
『
メ
デ
ィ
ア
』
の
ペ
リ
ァ
ス
の
話
を
、
『
政
体
論
』
、
『
法
の
原
理
』
、
『
市
民
論
』
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
中
で
用
い

る
。
『
政
体
論
』
で
は
、
叛
逆
が
、
煽
動
と
饒
舌
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
分
別
の
欠
如
か
ら
起
る
と
す
る
文
脈
で
、
ペ
リ
ア
ス
の
娘
た
ち
は
、
「
か

の
女
ら
の
老
衰
し
た
父
を
、
若
き
頃
の
活
力
に
回
復
す
る
た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
忠
告
に
よ
っ
て
か
れ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
、
私
も
知
ら
ぬ
何

か
の
草
と
一
緒
に
大
釜
で
煮
た
の
だ
が
、
か
れ
を
再
び
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
、
饒
舌
と
、
判
断
力
の
欠
如

が
合
わ
さ
っ
て
動
く
場
合
に
は
、
ペ
リ
ア
ス
の
娘
た
ち
の
よ
う
な
饒
舌
に
よ
っ
て
、
改
革
と
い
う
口
実
や
希
望
の
も
と
に
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を

バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
刻
む
こ
と
に
応
ず
る
の
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ム
ホ
ー
ル
大
僧
正
へ
の
返
書
に
お
い
て
自
由
意
志
を
論
じ
た
『
自
由
と
必
然
に
つ
い
て
』
で
は
、
「
あ
る
が
ま
ま
美
し
い
諺
は
、

真
実
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
は
、
自
分
の
子
供
た
ち
を
殺
す
の
を
思
い
と
ど
ま
る
こ
と
が
道
理
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
が
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

か
し
、
か
の
女
の
判
断
の
最
後
の
命
令
は
、
夫
に
対
す
る
今
の
復
讐
が
す
べ
て
に
ま
さ
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
邪
悪
な
行
動
が
必
然
的
に
生
じ

た
」
と
書
い
た
。

　
無
論
、
『
メ
デ
ィ
ア
』
を
翻
訳
し
た
頃
の
少
年
ホ
ッ
ブ
ズ
と
、
後
年
の
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
は
、
『
メ
デ
ィ
ア
』
へ
の
共
鳴
や
意
味
が
同
じ
だ

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
『
メ
デ
ィ
ア
』
の
中
に
、
自
分
と
同
じ
何
ら
か
の
家
庭
悲
劇
を
み
い
出
し
て
い
た
と
想
像
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
イ

エ
ソ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
や
子
供
た
ち
に
対
す
る
仕
打
ち
は
、
父
ホ
ッ
ブ
ズ
の
家
族
に
対
す
る
仕
打
ち
と
ど
こ
か
通
じ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
メ

デ
ィ
ア
の
怒
り
の
狂
気
に
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ー
ン
を
暴
行
し
た
父
の
気
質
を
み
て
と
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
兄
弟
は
父
ホ
ッ

ブ
ズ
の
怒
り
の
気
ま
ぐ
れ
な
標
的
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
子
供
を
扶
養
せ
ざ
る
を
え
な
い
メ
デ
ィ
ア
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
は
境
遇
が
似

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
憶
測
の
域
を
こ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
『
メ
デ
ィ
ア
』
の
中
の
次
の
成
句
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
人
生
に
強
く
刻
印
を
施
し
た
に
違
い
な
い
。

：
今
の
今
、
悟
っ
た
事
は
、
隣
人
よ
り
も
自
分
を
愛
さ
ぬ
者
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
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介

…
・
愚
か
者
の
眼
前
で
新
式
の
思
想
を
披
渥
す
れ
ば
、
か
れ
ら
は
あ
な
た
が
馬
鹿
で
、
お
ま
け
に
価
値
も
な
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

ま
た
、
あ
な
た
が
、
学
問
で
名
が
通
っ
て
い
る
人
々
よ
り
も
秀
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
憎
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
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